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フォーラムＩ 変動する家族，過去・現在 未来一子供と家族－

親子関係を支える補助自我の役割一心理劇による危機状況の探究－

○黒田淑子　野並美雪　神井知子　桝田智子

　（お茶の水女大）　　　　　　　　　Ｉ

目的　この研究は，変動する家族の問題を，親子関係を軸に重層的・動態的に探究して
こうとするものである。子どもをとりまく生活環境は今大きく揺れ動いており，親子関

にもさまざまな危機が生じている。この研究においては，心理劇を活用し. 親子関係の
形成・展関過程及びB.転換・変容過程の危機状況を変えるきっかけとなる補助自我

の役割について探究し，日常生活における市井の補助自我の視点から，こ

在り方について考究する。

れからの家族の

　方法　Morenoによって創始された心n劇は，さまざまに活用されてきており，日本でも，

1950年代から，外林，松村，ft. 増野らによる実践研究か重ねられ,1995年12月には日本

心理劇学会が設立された。この研究では，日常生活での実践研究法としての独自な展開を
試行し，いくつかの心理劇，つまり具体性，仮説性，予測性の心理劇を組み合わせて，日
常生活のフィールドワーク, 危機状況の解明，問題解決の可能性の開発を行う。

　結果　日常生活の問題に連なる心理劇:Λ。形成・展開過程における役割関係の固定化，
二者択一的なかかわり方，関係の希簿化などをめぐる心理劇, B.転換・変容過程におけ

る自立をめぐる葛藤，学校・社会との関係の相剋，家族との離別などをめぐる心理劇を通
して, 次のような補助自我の役割か明らかになった。内接的なかかわり方の具現化あるい

は役割の交代・回転により，父，母，子，その他の家族それぞれの主体的な生き方を支え
る; 2者の関係に第３者として「間」関係的にかかわり，柔軟な親子関係への転換をはか
る；内と外との関係の通路を開く，あるいは一方的でなく相互的な関係への媒介的な役割

を担うことにより. 家庭，集団，地域社会にひろがる自立と支援の関係づくりを補助する｡｡
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震災後の家族意識の変化

目的　阪神大震災により甚大な被害を受けた人々は、被災時に家族として咄嵯にどのよう

に対処したか、人間の集団の最小単位である『家族』のきずなとは何か。今回の震災は生

命を守るための極限の状態に遭遇した場合の『家族』のありかたの原点を問う機会にもな
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方法　被災地に在住する学生200 名を対象にアンケート調査を行い，家族意識におよぼす
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震災の影響について検討した。有効率は88. 5%であった。一部、複数回答も可とした。

結果　対象者の居住地は神戸市・明石市・加古川市でu%.西宮・芦屋・尼崎・宝塚市で11

％であり、75%t<被害の大きい地域に居住していた。被災時に家族全員が一緒にいたのは

全体の了6%であった。震災直後に最初に連絡をとった人は親戚45%,友人m家族□%であ

り、93%の人が電話で連絡を行っていた。震災時に最初に対象者が呼んだ人は母親m.父

親□%､兄弟15%,祖父母0.6%であり、日頃の母親の影響が瞬時に無意識のうちに現れたもの

と考えられ、χ２検定の結果、5%有意で差が認められた。震災直後の意識は48%の人が
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「周囲や家族の安否を気遣った」とした人はl^%であり、冷静な対応を行うことが直後は
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困難なことが示された。直後の対応で最も多かったのは｢布団をかぶりじっとしても
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とした人で56%をしめ、家族をかばった人は5%にすぎなかった。震災直後と比較して現在
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では51%の人が「落ち着いてきた」と答え、11%が「家族の大切さがわかった」「会話が

増えた」としている。震災を機に家族のきずなが深まり、意識の高揚につながったと考え

られる
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